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1 はじめに

本研究では，遺伝的アルゴリズム [1]を用いたオフィ
スレイアウト支援システムを提案する．このシステム

では，部屋の大きさ，配置したい什器の数などの条件

をユーザを入力すると，条件にあうレイアウト案を遺

伝的アルゴリズムを用いて探索を行い，結果としてい

くつかのレイアウト案をユーザに提示する．什器は部

署単位でグループに分けて扱い，グループ単位で配置

案を考える．グループ同士の相対位置関係はシーケン

スぺア [2]-[4]で表現する．シーケンスペアとは，矩形
同士の位置関係を表現する方法であり，VLSI設計で
の配置問題などに用いられている．

2 シーケンスペア

シーケンスペア (sequence-pair)とは，矩形同士の
位置関係を表現する方法であり，VLSI設計での配置
やフロアプランの作成などに用いられている [2]–[4]．
シーケンスペアでは，矩形の相対位置関係を矩形名の

順列 Γ+とΓ−の対により，(Γ+;Γ−)の形で表す．シー
ケンスペアでは，

• Γ−1
+ (a) < Γ−1

+ (b) かつ Γ−1
− (a) < Γ−1

− (b)の時

矩形 aは矩形 bの左に位置する

• Γ−1
+ (a) < Γ−1

+ (b) かつ Γ−1
− (a) > Γ−1

− (b)の時

矩形 aは矩形 bの上に位置する

ことを意味する．ここで，Γ−1
+ (x) は Γ+の中で x が

何番目か，Γ−1
− (x) は Γ− の中で x が何番目かを表し

ている．例えば (Γ+;Γ−) = (1234;2413) が表す矩形の
配置は図 1のようになる．

3 オフィスレイアウト支援システム

提案するオフィスレイアウト支援システムでは，部

屋の大きさ，配置したい什器の数などの条件が入力さ
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図 1: (Γ+; Γ−) = (1234; 2413) が表す矩形の配置

れると，複数のレイアウト案を遺伝的アルゴリズムを

用いて作成し，提示する．提案システムのイメージを

図 2に示す．

提案システムでは机などの什器をグループ (部署)単
位でまとめて扱い，グループごとの配置案の組み合わ

せでレイアウトを表現する．グループごとの配置案は

矩形で表現されるため，グループごとの配置案間の位

置関係をシーケンスペアで表現する．

提案システムでは，図 3のように遺伝子の形でレイ
アウト案を表現する．遺伝子は，(1) グループ間の位
置関係，(2)グループごとの配置案の番号，(3)グルー
プごとの配置案の向き，(4)棚の配置案の番号，(5)印
刷機のある配置案の番号を表す 5つの部分から構成さ
れる．グループ間の位置関係は，シーケンスペアで表

現するが，シーケンスペアをそのまま遺伝子として表

現すると交叉や突然変異により致死遺伝子が発生して

しまうため，シーケンスペアを順序表現 [5]に変換し
たものを遺伝子として用いる．また，印刷機を 1つの
グループに 2つ以上配置しないように印刷機を配置す
るグループの番号も順序表現を用いて表現する．評価

は，会議用スペースの位置や印刷機の配置，電源とグ

ループの位置関係などを考慮して行う．

4 計算機実験

提案システムの動作を確認し，有効性を示すために

計算機実験を行った．提案システムを用いて，様々な

条件下でレイアウト案を生成した．図 4 にその例を
示す．また，図 5，6に 生成されたレイアウト案の種
類 (生成されたレイアウト案をグループごとの配置に
着目して 24のグループに分類したもの)が島の数を
変えたときにどのように変化するかを調べた結果を示
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図 2: システムのイメージ
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図 3: レイアウト案の遺伝子による表現

す．これらの結果より，島モデルを導入することによ

り，多様なレイアウト案の生成が実現できることを確

認した．
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(a) 2 次元表示

(b) 3 次元表示 (c) ウォークスルー

図 4: 生成されたレイアウト案の例
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図 5: 個体数によるレイアウト案の種類の変化
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図 6: 島の数によるレイアウト案の種類の変化
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